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こらむ 第１０話 ＜ＣＢ事例Ⅱ＞ ＮＰＯ法人 フュージョン長池 

 

 

所在地：東京都八王子市、設立：1996 年 

事 業：住民の暮らしを様々な角度から支援することを目的にした地域活性化支援および住宅

管理支援、住まい作り支援、高度情報化支援、地域広報支援、ならびに八王子市長池公園

自然館（長池ネイチャーセンター）の管理運営（ＵＲＬ：http://www.pompoco.or.jp/index.htm） 

＜事業概要＞ 

当団体の主な事業は、①「地域活性化支援事業」：長池ぽんぽこ祭り､アニメの上映、かわら

版の配布、②「自然館運営事業」：八王子市長池公園自然館の管理・運営受託（2001 年 7 月

開始）、③「高度情報化支援事業」：高速インターネット環境の提供事業及び地域活動のコン

テンツ提供（2000 年 1 月開始）、④「広報支援事業」：かわら版の発行（1995 年 4 月開始）、メ

ーリングリスト（1998 年 4 月開始）、ホームページ（1999 年 4 月開設）、⑤「住宅管理支援事

業」：分譲団地の自主管理（2000年 4月開始）、⑥「夢の住まい作り支援事業」：コーポラティブ

住宅の建設（2000 年 3 月開始）などであり、ビジネスの視点にたった多彩な事業を手づくりで

展開しています。このうち、長池公園自然館を市から特命で受託したことは、安定的な収入と

活動場所の確保につながっています。ちなみに、自然館の来場者は、当初、市が予定した倍

以上となっている一方、運営費は従来の 3分の 1で済んでいるそうです。 

＜ワンポイント解説＞ 

フュージョン長池は、住民ニーズを解決することを第一に活動しており、丹念な情報公開に

より、多数の支援者を得ています。団体の活動の背景には、①会員が同質で、かつ、ハイソサ

エティなニュータウン（団地）居住者で構成されていること、②できることから事業化していること、

③専門的人材を得やすかったこと、④市や公団の信用を得て協働が実現していること、⑤ネイ

チャーセンター運営受託という安定収入と活動場所の確保ができたこと、などがあり、このよう

な好条件が整ったことが成功につながっていると言えます。 

都市住民にとって最も大事な元手は「人脈」です。人のつながりを使い、大事にしていくと、

それがまた元手となり、ノウハウがたまっていくと考えられます。 
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